
   生徒A は、SNSで、同級生 Bの氏名、生年月日、ID等からパスワードを推測し

て、ゲーム感覚で入力してみたところ、Bのアカウントにログイン 

できた（不正アクセス行為）。 

 A は、他の同級生Ｃ達へ Bの ID、パスワードを教え（不正助長）、 

Ｃ達は教えてもらった（不正取得）情報で Bのアカウントにログイン 

した（不正アクセス行為）。 

 

※ 県下で同級生の SNSへの不正ログインが散見されており、多くは不正アクセス

禁止法違反として事件送致されています。他人の ID、パスワードを持ち主以外の

誰かに教えても、教えてもらっても罪になります。その場のノリで許されません。 

▶ 「やってみたwww」では済みません 

▶ 外出泊は親の了解を得たうえで、常に連絡がとれるようにしてお

きましょう 

▶ ターニングポイントは、その行動をとる前に、その結果をイメージで

きるかどうかです!!! 

① 生徒A は、親と喧嘩になり、勢いで自宅をとび出したが、親が付近を捜すも見

つけられず、警察に行方不明として届け出た。 

② 生徒 Bは、親に無断で外出泊し、親と連絡が取れない状態にしていたため、親

が警察に行方不明として届け出た。 

 

※ 警察が行方不明として届け出を受けた場合、特に年少者の場合は、誘拐の観点を

もって捜索にあたりますので、一刻も早くその身の安全を確保するために、同級生

等への確認や、防災無線・メールなどで広報して広く住民の皆様のご協力を求めま

す。安易な飛び出しや無断外出泊をすると、その結果、友人知人等に（早期の安全

確認・確保のために）行方不明になったことが広まることにもなってしまいます。 

 
  可児警察署生活安全課長・髙橋功騎様より、下記のテーマでご指導をいただきました。 

子どもたちと接する時の参考にしてください。安易な行動が、大ごとになる前に・・・。 

行動する前にイメージを!!! 

可児警察署 生活安全課長 髙橋 功騎 

 約 20年近く警察官として多くの事件や困りごとに対応してきました。その中で、子どもたちと関りをもって

きて、子どもたちにとって特に重要だと思うことは、『行動する前に結果をイメージできるかどうか』だと感じま

す。幾つか事例をご紹介しますので、参考にしていただければ幸いです。 

事例１ 友達のアカウントに入ってみた 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事例２ 親と喧嘩して家をとび出した 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜第１３６号＞              令和５年２月１日発行 

少年センターだより 
可児市役所 人づくり課内 ☎ 62-1111(内線 2116) 



～「わが家の宝物」作文集より～ 
昨年の１１月１９日に行われた『青少年シンポジウム』において、作文発表をしてく

れた、広陵中学校３年の前川菜々子さんは、６年間続けて「わが家の宝物」作文・標語

に応募してくれました。しかし、今回が最後になります。(この間４度の優秀賞を受賞

しています。) また、作文はすべて自分の祖父母についての内容です。温かな家庭の様

子や祖父母とのふれあいが感じられます。また、祖父母の言動の中には、一貫して、子

どもの心に寄り添い、正しいことを教えようとする姿がありました。そのため、どの作

文も読後には、何とも言えぬさわやかな気持ちにさせてくれます。 

そして、青少年育成における家庭のあり方、祖父母としての子ども(孫)への接し方な

ど学ぶべきことが多くあります。本年度の作品を、ご一読いただければ幸いです。 

 

「引き継いだ宝物、大切ないのち」  広陵中学校 ３年 (令和４年度・優秀賞) 

私の家には、一匹の柴犬がいる。亡くなったじいちゃんの家からやってきた。 

生まれつき、左足の関節が弱く、その理由からか捨てられた後に保護され、縁があっ

てじいちゃんの所へ来た。じいちゃんは「身勝手な人間のために命を落としていたかも

しれん。動物は、言葉がしゃべれんかわりに目で一生けん命伝えようとする。」と言っ

て、とても可愛いがっていた。「武蔵」と名付けられた保護犬は、じいちゃんと一緒に

いる時、まるで言葉を理解しているかのように思えた。 

武蔵の頭をなでながら「じいちゃんとどっちが長生きするか競争だな。」と言ってい

たのに・・・。  

武蔵が家に来てから私には、不思議に思っていたことがあった。それは、決まった時

間になると、仔犬のように鳴いて落ち着かない。私は週末しか知らないが、母に聞くと

毎日らしい。しばらくは謎だったが、この行動を毎日見ていた母が「もしかして、おじ

いちゃんのティタイムじゃない？。」と言った。私は半信半疑だったが、その時間にコ

ーヒーを淹れて確かめてみると、見事にビンゴだった。 

そういえば、じいちゃんが「武蔵は、コーヒーの香りが好きみたいだぞ。」と言って

いたのを思い出した。「そうだ、じいちゃんのティタイムだ。」それから毎日、同じ時間

にコーヒーを淹れた。平日は母が、週末は私が、コーヒーの香りがすると、武蔵が寄っ

てきて伏せのポーズをする。じいちゃんと毎日、こうしていたんだね。 

安心して、じいちゃんの宝物は、私がしっかり守るよ。ルーティンも引き継ぐね。 

 

 

 

今年度は、これまでに１１件の不審者情報がありました。(市内１０件・市外１件) 

昨年度に比べ大変少なくなっています。可児警察署によるこまめな巡回と下校時等の地 

域の皆様の見守り活動の成果だと感謝いたします。これまでに『すぐメール可児』にお 

いて、発信しました情報の具体的な内容を記載させていただきます。今後も多くの目で 

青少年を見守りましょう！  『すぐメール可児』への登録も、お願いします。 

～本年度も、少年センター補導部員をはじめ多くの方々が、昼夜を問わず『青パト補導』

へ参加してくださいました。これまでの参加者は、 のべ３０２名です。～  

令和４年度の不審者情報の詳細 〔令和５年１月２０日現在〕 



～編集後記～     葦(あし) と 葦(よし) 

草刈りの時、田んぼや谷川の近くに生える植物に悩まされる。ひょろりと長く、

弱々しそうに見えるが、ナイロンコード(ひも)で刈ろうとすると、茎の中が、網

目状になっているからなのか、なかなか頑固で、しなるだけできちんと刈れない。

おまけに草刈り機に巻き付いてしまう。この植物は、葦(あし)である。奈良・平安

時代のころには、厄介な植物として、悪し(あし)と書いたという説もある。 

しかしこの植物が、大河のほとりに生えると、２～３ｍの高さになり、硬くて

太い茎と土深く張った根っこで、堤防の役目を果たし、大水などから土地や家屋

を守ったという。また、日よけとなるヨシズの材料としても広く使用され重宝し

た。この植物は、葦(よし)である。役に立つ植物として、善し(よし)と書いた。 

「あし」と「よし」全く扱いは違うが、この二つは、同じ植物なのである。 

 それでは、このような違いが生まれたのはどうしてか。違いは一つ、育った環

境が違うのである。あらためて環境が成長に与える影響の大きさを感じる。 

さて、これを青少年育成に当てはめるとどうだろう。青少年が成長する過程で

直面する環境は、大きく分けると３つである。1 つ目は、家庭の環境、２つ目は、

学校や職場の環境、そして、３つ目が、地域の環境である。 

１つ目の家庭の環境については、前述の前川家のように、どの家庭も子ども達

の健やかな成長を願って、子育てに日々奮闘されている。 

２つ目の学校や職場の環境についても、学校では、基本的な学力の定着とより

よい生き方を丁寧に指導されている。職場においては、社会人としてのあり方や

職種ごとに確かな技能を身に着けさせるため、日々努力されている。 

そして３つ目の地域の環境については、『子どもは地域の宝』として、地域全体

で青少年を見守ろうとする考えが定着しつつある。可児市においても、多くの方々

がいろいろな立場で青少年育成に関わってくださっている。とりわけ、青少年育

成推進委員の皆様を中心とする日々の努力が、青少年の夢を後押ししたり、道を

外しそうになった子ども達を引き戻したりと、形として、すぐには目に見えなく

ても、たくさんの影響を与えている。今後も青少年育成に関わることへの誇りと

責任を自覚しながら、地道な努力を重ねていただけることを期待します。 

そして、地域の皆様には、少年センターの活動に、ご理解とご支援をいただけ

ることを、切にお願いいたします。「あし」も「よし」も元は同じ、誰もが『よし』

に育つために・・・。なお、本文は私見であり、葦(あし・よし)の考え方には、諸

説あることを付け加えておきます。                 文責 上野 哲則 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

令和４年度 『わが家の宝物』 標語部門  優秀賞作品 

ほんわりと  家族を包む  「ありがとう」        今渡北小 ５年 横山 由佳 

家族の会話で いいことたし算 いやなことひき算  兼 山 小 ６年 千葉 乙夏 

いつだって  だれより  あなたの味方だよ        広 陵 中 ２年 青山 茉桜 

食卓を  囲む笑顔と  話の輪                    広 陵 中 ２年 中丸 心寧 

時計より  心に響く  母の声                    広 陵 中 ３年 石橋 夏鈴 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 



No 発生月日 時刻 発生場所 内容 不審者の特徴 

1 4 月 26 日 17:15 
春里 坂戸地区 

路上 

拳銃の様なものを持った不審な男の

目撃情報がある。 

男、３０歳代、紺色の帽子、灰色

のパーカー、黒色自転車使用 

2 5 月 11 日 20:30 

 塩地区 二の 

井大橋東交差 

点付近路上 

女子生徒が自転車で下校中、男に

「遊びに行こうよ。」と、声を掛けられ

る。 

男、２０歳代、１７０㎝位、黒髪短

髪、やせ型、黒縁眼鏡、黒色マ

スク着用 

3 9 月 16 日 17:20 

桜ヶ丘地区 １ 

丁目児童公園 

付近路上 

帰宅中の女子学生が、男に「お姉さん

細いですね。服を脱いでもらえません

か。」等の声を掛けられる。 

男、20～30 歳代、１７０㎝位、や

せ型、薄い青色ワイシャツ、黒

色スラックス 

4 10 月 21 日 13:30 

羽崎地区 三番 

公民館南西付 

近路上 

徒歩で下校中の児童らに対し、男が

自転車で追いかけた後、振り返り携帯

電話を向けた。 

男、50～55歳代、170～180㎝、

白色長髪、外国人風、紺色フー

ド付きパーカー、ジーパン、自転

車使用 

5 10 月 25 日 18:50 
松伏１丁目地内 

路上 

徒歩で下校中の女子学生に、男が突

然両手を広げて向かってきた。 

男、５０歳代、１７０㎝位、黒色角

刈り、ワイシャツ、長ズボン 

6 10 月 27 日 14:20 

 (市外) 御嵩町 

内コンビニエン 

スストア   

被疑者が店舗従業員に対して、「金を出

せ。」と申し向け、同従業員を手拳で殴りつ

ける強盗事件が発生した。犯人は、逃走中

である。 

男、20 歳代、黒色パーカー、

黒色ズボン、白色手袋、白色マ

スク着用、金づち所持 

7 10 月 27 日 16:30 
広眺ケ丘地区  

８丁目地内路上 

徒歩で下校中の男子児童に、男が早

歩きで追いかけ、スマートフォンのカメ

ラを向ける。 

男、50～60 歳代、175 ㎝位、黒

色帽子、黒色サングラス、黒色

マスク 

8 11 月 30 日 15:00 
塩地区 春里小 

学校付近路上 

徒歩で下校中の男子児童に対し、男

が「おじさんの家に、お菓子あるから

家においで。」と声をかける。 

男、50～60歳代、170㎝位、オ

レンジ色の縦じま模様の黒色作

業着、黒色キャップ、眼鏡 

9 12 月 1 日 15:00 
桜ヶ丘地区 ３ 

丁目路上 

路上で「おい、てめー。」などと、歩行

する男の目撃情報がある。 

男、４５歳位、165㎝位、小太り、

黒髪短髪 

10 12 月 6 日 16:00 

緑ヶ丘４丁目地 

内 公園付近 

路上 

下校中の女子児童に対し、男が後を

付ける。 

男、40～50 歳代、小太り、黒色

のフード付き上着、長ズボン、黒

色眼鏡、黒色ネックウォーマー 

 


